
 

今月の保健目標 

一年間の健康生活の反省をしよう！ 

  

 

 

 

 

 

 春らしいやわらかな日差しになってきま

した。花のつぼみがふくらみ、虫たちが活動

を始める時期です。春休みが明けたら新しい

学年。人が多く動く時期でもあるので、休み

の間も感染症対策をしっかりして、気持ちよ

く新学年を迎えましょう。 

 

花粉症にも「エチケット」があります 

春のきざしとともに、花粉症がみられるようになりました。花粉症は感染症ではないので、感染対策

のせきエチケットのような周囲への配慮は不要…とは限りません。 

 

花粉症にも、特に症状がない人たちにも、守ってほしいエチケ

ットがあります！それは、『外出後は服や体についた花粉を外で

払い落としてから室内へ』というもの。一般的な花粉症対策とし

てよく知られていることの一つですが、もし花粉症ではない人が

登校して何もせずそのまま教室に入り、すぐ後ろの席の人がつら

い花粉症だったら…？ 

「自分は症状がないから気にしない」のではなく、周りの人の

ことも思いやった行動がとれるようになってほしいと思います。 

 

 

「脳貧血」にご注意…! 
３月から４月は、式典などの行事が多くなる時期。

それとともに、予行練習や本番の最中に突然倒れて

しまう人が出ますが、その中に「脳貧血」によると

考えられるケースがあります。 

「脳貧血」とは、急に起き上がる・立ち上がるなどの動作によっ

て血圧が急激に下がり、血液が十分に流れず、脳が酸欠になること

をさします。症状として、ふらつき、めまい、頭痛などの他、まれ

に失神やけいれんが起こることもあります。そして、寝不足、疲労、

朝食なしなどが原因になります。 

1 まずはしっかり「体調を整えておく」こと 

2 具合が悪くなったら「すぐにしゃがみ、楽な姿勢をとる」こと 
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手洗い・消毒・マスクが 
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症状があれば、周りの友達や先生に知らせましょう。 

(倒れて頭を打つ危険性があります。) 

ちなみに「貧血」とは… 

体内で酸素を運んでいる血液中の

ヘモグロビンの量が減ることで起こ

る酸素不足で、極端な偏食による鉄不

足などが原因です。名前が似ていても

「脳貧血」とは別の異常です。 



 

コロナ禍の健康課題と対策 
 ２月 18日（木）家庭や地域、医療、学校の代表者が集まり、上高における健康に関する問題につい

て協議する学校保健委員会が開催されました。保健委員は「感染症」に関する実践活動を報告しました。

学校医の先生方からは、コロナへの予防や対策についてのご助言をいただきました。特に、本校の歯科

の受診率が低かったこと、世間でもコロナ感染の不安から歯科受診が遠のいたことが心配されました。

歯科予防がされないことは逆効果！全国保険医団体連合会からの下記の資料をご参考ください。 

 

「歯磨きエチケットで歯磨き習慣！」コロナ禍でも健康なお口を守ろう！ 

、 
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学校保健委員会 

研究協議より 

定期的な歯科受診も

欠かさずに！ 
毎日のセルフケア

に加えて、歯科での

専門的ケアを定期

的に受けましょう。 

生徒保健委員会では、来年度も引き続き「感染症」

をテーマにし、まずは「トイレの衛生管理」から取

り組んでいこうと思っています！ 

来年度もご協力よろしくお願いします♪ 


